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（提案理由） 

 学齢児童又は学齢生徒となる者を扶養している保護者に対し、入学

祝金を支給することにより、入学を祝い、子育て家庭の就学準備を支

援するとともに児童生徒の健全な育成を助長するため、本案を提出す

る。 



足立区小中学校等入学祝金の支給に関する条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、学齢児童又は学齢生徒となる者（以下「児童生徒」

という。）を扶養（監護し、かつ、その生計を主として維持すること

をいう。以下同じ。）している保護者に対し、入学祝金（以下「祝金」

という。）を支給することにより、児童生徒の小中学校等への入学を

祝い、子育て家庭の就学準備を支援するとともに児童生徒の健全な育

成を助長し、もって福祉の増進を図ることを目的とする。 

（用語の定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号

に定めるところによる。 

（１） 保護者 児童生徒を扶養する父若しくは母又は父母に扶養さ

れない児童生徒を扶養する者をいう。 

（２） 小中学校等 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定

する小学校及び中学校並びに特別支援学校の小学部及び中学部

をいう。 

（支給対象） 

第３条 祝金は、足立区内に住所を有し、小中学校等に入学する児童生

徒の保護者に対し支給する。 

（申請） 

第４条 前条の規定に該当する者が祝金の支給を受けようとするときは、

別に定める様式による申請書を足立区教育委員会（以下「教育委員会」

という。）に提出しなければならない。 

（祝金の支給決定） 

第５条 教育委員会は、前条の規定による申請に基づき、祝金の支給を

決定し、当該申請をした保護者に通知するものとする。 

（祝金の額） 



第６条 祝金の額は、児童生徒となる者１人当たり１万円とする。 

（祝金の支給時期） 

第７条 祝金は、児童生徒が小中学校等に入学する年の１月から入学す

る日の属する月までの間に支給する。 

（保護者の責務） 

第８条 祝金は、第１条の目的を達成するために支給されるものであっ

て、その支給を受けた保護者は、これをその趣旨に従って用いなけれ

ばならない。 

（祝金の返還） 

第９条 偽りその他不正の手段により祝金の支給を受けた者があるとき

は、教育委員会は、当該祝金をその者から返還させることができる。 

（委任） 

第１０条 この条例の施行について必要な事項は、教育委員会規則で定

める。 

付 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ この条例は、平成２０年４月１日以降に小中学校等に入学する児童

生徒の保護者について適用する。 


